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冷
泉
為
恭
筆

「
年
中
行
事
図
」

に
つ
い
て

....... 
子

野

千

代

子

は
じ
め
に

冷
泉
為
恭
（
一
八
二
三
i
六
四
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
復
古
大
和
絵
派
の
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る
。
有
職
故
実
に
造
詣
が
深
く
、

公
家
の
様
々
な
年
中
行
事
を
題
材
と
し
た
作
品
を
数
多
く
遺
し
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
作
品
も
公
家
の
年
中
行
事
を
画
題
と
し
て
お
り
、
各
月
一
つ
の
行
事
を
選
ぴ
、
十
二
面
の
絹
本
色
紙
に
着
色
で

描
い
て
い
る
。
そ
の
繊
細
な
筆
致
は
誠
に
美
し
く
、
為
恭
の
小
画
面
に
お
け
る
巧
み
な
表
現
を
堪
能
で
き
る
優
品
で
あ
る
。

十
二
面
の
色
紙
は
折
帖
に
仕
立
て
ら
れ
、
片
方
の
面
に
台
紙
一
枚
お
き
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
折
帖
の
も
う
片
方
の
面
に
は
、

和
歌
を
一
首
ず
つ
墨
書
し
た
十
二
面
の
色
紙
が
や
は
り
台
紙
一
枚
お
き
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
十
二
首
の
和
歌
は
、
為
恭
と
同
じ
頃
に
活

躍
し
た
十
二
人
の
歌
人
・
国
学
者
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
作
品
は
、
制
作
に
関
わ
っ
た
人
物
た
ち
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
出
来
る
点
で
も
興
味
深
い
。
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本
作
品
は
現
在
、
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
の
所
蔵
に
な
る
。
出
版
物
へ
の
掲
載
は
初
め
て
で
あ
り
、
こ
こ
で
詳
し
く
紹
介
し
、
そ
の
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内
容
と
為
恭
の
表
現
手
法
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

作
品
の
概
要

各
色
紙
の
大
き
さ
は

一
i
二
ミ
リ
の
長
短
は
あ
る
が
ほ
ぽ
同
寸
で
あ
り
、
縦
一
一
一
・
四
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
八
セ
ン
チ
が
基
準
値

で
あ
る
。
二
十
四
面
と
も
に
同
じ
絹
を
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
絵
の
十
二
面
と
和
歌
の
十
二
面
と
で
は
装
臓
の
仕

方
が
少
し
異
な
る
。
絵
の
色
紙
も
和
歌
の
色
紙
も
周
り
を
幅
一
・
五
ミ
リ
程
度
の
金
の
枠
で
飾
る
が
、
絵
の
色
紙
十
二
面
で
は
金
箔
を

散
ら
し
た
細
い
紙
を
絵
絹
の
周
囲
に
貼
る
の
に
対
し
、
和
歌
の
色
紙
十
二
面
で
は
絵
絹
の
上
に
金
箔
を
直
接
押
し
て
い
る
。

箱
書
は
、
蓋
表
に
「
公
事
十
二
ヶ
月
節
舎

菅
原
為
恭
筆
」
、
蓋
裏
に
「
華
郷
記

豆
半
郷
』
（
朱
文
方
印
）
」
と
あ
り
、

日
本
画
家
の

岡
田
華
郷
土
八
九
三
i
一
九
八
一
）
に
よ
る
。
本
作
品
の
画
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
朝
廷
を
中
心
と
す
る
各
月
の
年
中
行
事
で
あ
る

（

1
）
 

が
、
公
事
や
節
会
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
本
作
品
を
「
年
中
行
事
図
」
と
仮
に
呼
ん
だ
。

絵
の
十
二
面
は
す
べ
て
に
為
恭
の
落
款
が
あ
る
が
、
署
名
の
形
式
が
各
図
に
お
い
て
異
な
る
。
短
い
も
の
か
ら
、
「
為
恭
」
「
大
夫
丞

為
恭
」
「
式
部
大
夫
為
恭
」
「
式
部
大
夫
丞
為
恭
」
「
蔵
人
所
衆
式
部
大
夫
為
恭
図
」
「
従
五
住
下
式
部
少
丞
菅
原
為
恭
」
「
蔵
人
所
衆
従

五
位
下
式
部
少
丞
菅
原
朝
臣
為
恭
」
「
蔵
人
所
衆
従
五
位
下
行
式
部
少
丞
菅
原
朝
臣
為
恭
謹
図
」
「
蔵
人
所
衆
関
白
直
虚
預
従
五
位
下
行

式
部
少
丞
菅
原
朝
臣
為
恭
図
」
と
、
九
種
類
が
数
え
ら
れ
る
。
印
章
は
、
二
種
類
の
朱
文
方
印
「
菅
」
を
捺
す
。

一
つ
は
「
巴
」
が

「
E
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
（
縦
十
二
・
五
ミ
リ
、
横
十
四
ミ
リ
）
で
十
二
図
中
七
図
に
捺
さ
れ
、
も
う
一
つ
は
丸
み
の
あ
る
字
体
の

も
の

（
縦
十
て
、
、
リ
、
横
十
て
、
、
リ
）

で
、
「
為
恭
」
「
大
夫
丞
為
恭
」
「
式
部
大
夫
為
恭
」
の
三
種
の
短
い
署
名
と
と
も
に
五
図
に
捺

さ
れ
て
い
る
。
署
名
に
記
さ
れ
た
官
位
に
よ
っ
て
、
為
恭
が
こ
の
色
紙
を
描
い
た
の
は
、
従
五
位
下
と
な
っ
た
安
政
五
年
（
一
八
五



八

（

2）
 

一
月
ま
で
の
聞
と
考
え
ら
れ
る
。

一
月
か
ら
、
近
江
守
と
な
る
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

和
歌
の
色
紙
に
は
、
装
飾
と
し
て
金
の
砂
子
が
上
下
二
筋
に
撒
か
れ
る
。
為
恭
が
描
い
た
の
と
同
じ
行
事
を
題
材
と
す
る
和
歌
が
、

十
二
種
の
異
な
る
筆
跡
に
よ
り
墨
書
さ
れ
、
十
二
人
の
人
物
の
名
前
が
署
名
さ
れ
て
い
る
。
各
人
が
自
詠
の
和
歌
を
自
ら
の
子
で
書
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
作
品
に
は
、
「
公
事
十
二
ヶ
月
節
舎
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
筆
一
枚
と
、
和
歌
の
筆
者
十
二
人
の
う
ち
十
一
人
に
つ
い
て
短
い
注
釈

冷泉為恭筆「年中行事図」について

を
記
し
た
罫
紙
一
枚
が
付
属
す
る
。
注
釈
か
ら
は
、
和
歌
の
筆
者
が
い
ず
れ
も
幕
末
・
明
治
の
頃
に
京
都
で
名
の
知
ら
れ
た
歌
人
・
国

（

3）
 

学
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

名
月
の
画
題
と
和
歌

ま
ず
、
各
図
が
ど
の
よ
う
な
行
事
を
画
題
と
す
る
か
を
見
、
各
図
に
対
応
す
る
和
歌
の
釈
文
と
筆
者
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

①
正
月
（
図
1
・
2
）

か
に
も
り
の

は
し
め
な
り
け
れ

種
松

け
さ
し
く
み
つ
の

み
ま
し
こ
そ
よ
も
の
は
る
め
く

正
月
の
図
に
描
か
れ
た
行
事
は
、
四
方
拝
と
考
え
ら
れ
る
。
四
方
拝
は
、
元
旦
早
朝
に
天
皇
が
属
星
・
天
地
四
方
・
山
陵
を
拝
し
て
、

年
災
消
滅
・
五
穀
豊
穣
・
宝
酔
長
久
を
祈
る
儀
式
で
あ
る
。
和
歌
は
、
掃
部
寮
が
儀
式
に
先
立
っ
て
清
涼
殿
の
東
庭
に
扉
風
を
立
て
め

ぐ
ら
し
、
そ
の
内
に
御
座
を
三
つ
設
け
る
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
為
恭
の
図
の
、
画
面
上
方
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
四
方

29 

拝
の
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
扉
風
と
鐘
道
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
和
歌
に
「
種
松
」
と
署
名
し
た
人
物
は
谷
森
種
松
と
い
う
、
諸
陵
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寮
の
助
を
務
め
た
国
学
者
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
為
恭
は
公
家
の
十
二
ヶ
月
の
行
事
を
画
題
と
し
た
作
品
を
、
本
作
品
の
他
に
も
い
く
つ
か
遺
し
て
い
る
。
本
作
品
（
本

稿
で
は
以
下
サ
ン
リ
ツ
本
と
呼
ぶ
）
と
同
様
に
各
月
の
行
事
を
十
二
枚
の
色
紙
に
描
い
た
も
の
に
は
、
「
公
事
十
二
ヶ
月
画
帖
」
（
田
中

（

4
）

（

5）
 

親
美
編
『
為
恭
画
集
』
上
に
掲
載
。
以
下
A
本
と
呼
ぶ
）
や
、
「
年
中
行
事
図
」
（
『
国
華
』
第
七
五
七
号
に
楢
崎
宗
重
氏
が
紹
介
。
以

下
B
本
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
。
ま
た
、
十
二
枚
の
短
冊
に
各
月
の
行
事
を
描
い
た
作
品
と
し
て
「
公
事
十
二
ヶ
月
図
」
（
「
国
華
』
第
一

O

（

6
）
 

二
九
号
に
水
尾
比
呂
志
氏
が
紹
介
。
以
下
C
本
と
呼
ぶ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
に
つ
い
て
は
実
見
の
機
会
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
が
、

印
刷
物
か
ら
確
認
で
き
る
範
囲
内
で
も
、

サ
ン
リ
ツ
本
各
図
の
主
題
や
図
様
を
考
察
す
る
の
に
有
効
な
手
段
と
な
り
得

る
。
ち
な
み
に
、

正
月
の
行
事
と
し
て
A
・
B
・
C
本
が
描
い
て
い
る
の
は
、

A
本
は
御
杖
の
行
事
、

B
－

C
本
は
小
朝
拝
で
あ
り
、

四
方
拝
を
描
く
の
は
サ
ン
リ
ツ
本
だ
け
で
あ
る
。

②
二
月
（
図
3

・4
）

も
、
し
き
の

お
ほ
み
や
人
も

ね
か
ふ
こ
と

あ
り
て
や
み
つ
の

峯
は
こ
ゆ
ら
む

景
恒

一
一
月
の
図
に
は
、
京
都
伏
見
の
稲
荷
神
社
へ
の
初
午
詣
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
朱
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
山
道
を
降
り
る
壷
装
束
の
女

性
は
左
手
に
緑
鮮
や
か
な
小
枝
を
持
っ
て
い
る
が
、
御
神
木
の
「
し
る
し
の
杉
」
で
あ
ろ
う
。
丘
陵
は
太
い
墨
線
に
よ
っ
て
な
だ
ら
か

に
描
か
れ
、
緑
青
と
群
青
に
よ
る
彩
色
は
や
ま
と
絵
風
で
あ
る
。

和
歌
は
、
稲
荷
山
の
三
ヶ
峰
を
詠
み
込
み
、
為
恭
の
図
に
合
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
二
月
の
行
事
は
、

サ
ン
リ
ツ
本
と
B
本
に



は
初
午
詣
、

A
・
C
本
に
は
勅
祭
で
あ
る
春
日
祭
が
選
ば
れ
て
い
る
。
初
午
詣
は
朝
廷
の
公
式
行
事
と
は
い
え
な
い
が
、
和
歌
は
「
お

ほ
み
や
人
」
を
主
人
公
と
し
て
お
り
、
宮
中
に
仕
え
る
人
の
私
的
な
年
中
行
事
と
し
て
選
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

筆
跡
は
、
香
川
景
恒
（
一
八
二
三
1
一
八
六
五
）

の
も
の
で
あ
る
。
景
恒
は
、
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
歌
人
・
香
川
景
樹
（
一
七
六

八
l
一
八
四
三
）

の
子
で
あ
る
。
景
樹
は
多
く
の
門
人
を
か
か
え
、
桂
園
派
と
よ
ば
れ
る
一
派
を
形
成
し
た
が
、
景
恒
が
二
十
一
歳
の

サ
ン
リ
ツ
本
の
十
二
月
の
和
歌
の
筆
者
・
渡
忠
秋
ら
、
景
樹
の
高
弟
の
援
助
を
受
け
て
桂
園
派
を
維
持
し
た

冷泉為恭筆「年中行事図」について

時
に
没
し
た
。
景
恒
は
、

（

7）
 

と
い
わ
れ
る
。

③
三
月
（
図
5
・
6
）

岩
清
水

上
代
の
は
る
も

小
忌
の
衣
子

友
干

う
つ
し
み
る

か
さ
し
の
さ
く
ら

三
月
の
図
に
は
、
石
清
水
臨
時
祭
の
舞
人
と
舞
人
乗
用
の
移
鞍
を
付
け
た
飾
烏
が
描
か
れ
る
。
毎
年
三
月
午
の
日
の
こ
の
祭
で
は
、

清
掠
殿
で
天
皇
が
舞
を
御
覧
に
な
っ
た
後
、
勅
使
は
藤
、
舞
人
は
桜
の
挿
頭
花
を
各
々
冠
に
付
け
た
華
や
か
な
行
列
を
組
ん
で
石
清
水

八
幡
宮
に
向
か
い
社
頭
に
舞
を
奉
納
し
た
。
和
歌
に
詠
ま
れ
た
小
忌
衣
は
、
舞
人
が
身
に
つ
け
る
青
摺
の
砲
を
指
す
。
為
恭
は
背
景
に

は
何
も
描
か
ず
、
舞
人
や
飾
馬
の
美
し
い
装
い
を
丹
念
に
描
写
し
て
い
る
。
舞
人
の
顔
は
引
目
鈎
鼻
の
手
法
で
丁
寧
に
描
か
れ
る
。
眉

問
、
目
と
目
の
聞
が
広
く
、

お
っ
と
り
と
し
た
表
情
に
見
え
、
下
ぶ
く
れ
の
頬
に
は
淡
く
赤
が
差
さ
れ
て
若
々
し
い
印
象
を
与
え
る
。

和
歌
の
筆
跡
は
倉
谷
友
干
（
i
一
八
六
三
）

の
も
の
で
あ
る
。
友
干
は
医
を
業
と
し
た
京
都
の
人
で
、
歌
を
加
茂
季
鷹
に
学
ん
だ
。

31 

和
歌
の
筆
者
の
う
ち
没
年
が
分
か
る
の
は
十
人
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
友
干
の
没
年
が
一
番
早
い
。
十
二
首
の
和
歌
の
揮
毒
が
ほ
ぼ
同
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時
期
に
な
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、

そ
の
下
限
は
友
干
の
没
し
た
一
八
六
三
年
三
月
十
二
日
に
設
定
で
き
る
。

④
四
月
（
図
7
・
8
）

志
ひ
ね
は

ゆ
か
し
き
も
の
も

神
水
ふ
る

水
月
の
そ
ら
の

山
ほ
と
、
ぎ
す

春
臣

四
月
の
図
に
は
、
賀
茂
祭
に
お
い
て
勅
使
が
宣
命
を
読
む
姿
が
描
か
れ
る
。
人
物
の
姿
の
み
が
描
か
れ
る
が
、
賀
茂
神
社
に
奉
る
宣

命
に
は
赤
い
紙
を
使
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
賀
茂
祭
の
勅
使
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
冠
に
施
さ
れ
た
緑
は
、
挿
頭

の
葵
の
葉
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

筆
跡
は
、
能
勢
春
臣
と
い
う
京
都
の
歌
人
の
も
の
で
あ
る
。
春
臣
は
和
歌
と
古
筆
の
鑑
定
と
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
『
平
安
人
物
志
」

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
版
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⑤
五
月
（
図
9
・叩）

し
つ
草
の

末
葉
ま
で
こ
そ

う
る
ほ
は
め

雲
井
の
悶
の

処
わ
か
ね
ば

蓮
困

五
月
の
図
に
は
賑
給
が
描
か
れ
る
。
賑
給
は
高
年
・
窮
民
に
米
塩
を
給
す
る
古
代
律
令
制
に
お
け
る
制
度
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
に

は
儀
式
化
し
、
毎
年
五
月
吉
日
に
京
中
の
窮
民
に
対
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
説
話
絵
巻
の
古
典
に
お
け
る
庶
民
の
描
写
を
思

わ
せ
る
本
図
に
は
、
為
恭
の
人
物
表
現
の
豊
か
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
窮
民
の
列
の
先
頭
の
、

口
と
両
手
で
袋
を
開
け
て
い
る
人



物
の
剰
軽
な
顔
つ
き
、
そ
の
後
ろ
で
肩
を
寄
せ
合
う
老
夫
婦
の
素
朴
な
表
情
、
俵
を
勢
い
よ
く
空
け
る
の
と
同
時
に
眼
も
口
も
聞
け
て

い
る
役
人
、
弓
矢
を
持
つ
警
備
の
役
人
の
冷
静
な
目
つ
き
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
快
に
示
す
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

筆
跡
は
、
京
都
の
高
樹
院
の
僧
・
蓮
因
（
一
八
O
八
1
一
八
九
二
）

の
も
の
で
あ
る
。
蓮
因
は
俗
性
を
拝
郷
氏
と
い
い
、
歌
の
道
に

お
い
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。

冷泉為恭筆「年中行事図」について

⑥
六
月
（
図
H
・ロ）

す
、
し
き
は

そ
れ
に
は
あ
ら
て

こ
ひ
せ
し
の

か
も
の
か
は
風

蓮
月

か
み
の
う
け
ひ
く

六
月
は
邪
気
誠
の
神
道
行
事
で
あ
る
大
献
を
描
く
。
六
月
晦
日
の
大
臓
は
「
水
無
月
臓
」

「
夏
越
献
」
と
も
呼
ば
れ
、
宮
中
や
貴
顕

の
邸
、
各
地
の
神
社
で
行
わ
れ
た
。
本
図
で
は
、
髪
、
髭
と
も
に
白
い
老
齢
の
人
物
が
黒
の
束
帯
に
威
儀
を
正
し
、
水
辺
で
械
を
行
う

様
子
が
描
か
れ
る
。

筆
跡
は
大
田
垣
蓮
月
（
一
七
九
一

i
一
八
七
五
）
の
も
の
で
あ
る
。
二
十
九
歳
の
時
に
夫
と
死
別
し
、
仏
門
に
入
っ
て
法
名
を
蓮
月

と
号
し
た
。
自
詠
の
和
歌
を
短
冊
な
ど
に
記
し
た
り
、
手
担
ね
の
陶
器
に
刻
ん
だ
り
、
数
多
く
の
筆
跡
を
今
に
遺
し
て
い
る
が
、
そ
の

書
は
丸
み
を
強
調
し
た
優
美
な
も
の
で
あ
り
、
「
こ
ひ
せ
し
の
」
の
歌
の
筆
跡
に
も
そ
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
は
蓮
月
の
自
詠
と
し
て
、
そ
の
家
集
『
海
人
の
刈
藻
』
（
明
治
四
年
［
一
八
七
二
序
）
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
『
海
人
の
刈

33 

藻
』
は
、
蓮
月
は
自
ら
家
集
を
編
も
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
詠
の
散
逸
を
惜
し
ん
だ
周
辺
の
人
々
が
、
蓮
月
の
許
し
を
得
て
、

（

8）
 

諸
所
に
散
在
す
る
詠
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
文
の
筆
者
二
人
の
う
ち
一
人
が
「
た
だ
秋
」
、
蹴
文
の
筆
者
二
人
の
う
ち
一
人
が
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（

9
）
 

「
ち
か
女
」
で
あ
る
が
、
「
た
だ
秋
」
は
サ
ン
リ
ツ
本
の
十
二
月
の
和
歌
の
筆
者
で
あ
る
渡
忠
秋
、
「
ち
か
女
」
は
七
月
の
和
歌
の
筆
者

で
あ
る
上
回
重
女
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
人
が
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

『
海
人
の
刈
藻
』
に
は
こ
の
歌
も
当
然
収
録
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

⑦
七
月
（
図
日
・
日
）

と
も
し
火
の

な
ひ
く
を
み
れ
は

あ
ま
の
か
は

つ
ま
む
か
へ
ふ
ね

連
ね
ふ
く
ら
し

ち
う

七
月
の
図
に
は
七
日
の
乞
巧
翼
が
描
か
れ
る
。
平
安
期
の
宮
中
で
は
清
涼
殿
東
庭
に
季
節
の
果
物
を
供
え
、
裁
縫
の
上
達
を
は
じ
め

手
芸
一
般
の
巧
み
に
な
る
こ
と
を
牽
午
・
織
女
の
二
星
に
祈
っ
た
が
、
南
北
朝
期
に
は
梶
の
葉
に
歌
を
書
い
て
二
星
を
祭
る
よ
う
に
変

わ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
本
図
で
は
、
梶
の
葉
と
香
炉
の
み
の
簡
素
な
供
物
を
前
に
、
半
月
を
仰
い
で
合
掌
す
る
女
性
が
描
か
れ
る
。

和
歌
に
「
ち
う
」
と
署
名
し
た
入
物
は
、
付
属
す
る
罫
紙
に
は
記
載
が
な
い
が
、
蓮
月
と
親
交
の
あ
っ
た
上
田
重
女
（
一
八
一
八

i
一
八
九
四
年
）
と
思
わ
れ
る
。
上
田
重
女
は
名
を
「
ち
か
」
と
い
い
、
「
ち
う
」
と
も
署
名
し
た
。
童
女
は
、
紀
州
の
国
学
者
・
長
沢

伴
雄
の
妻
と
な
っ
た
が
、
数
年
で
死
別
。
幼
時
よ
り
和
歌
を
好
み
、
近
藤
芳
樹
の
門
に
学
び
、
筆
跡
も
よ
く
し
た
と
い
う
。

⑧
八
月
（
図
日
－

m）

放
生
舎

あ
め
の
し
た

何
か
は
も
れ
む

い
は
し
み
つ

い
け
る
を
を
し
む

深
き
ち
か
ひ
に

享
寿



八
月
の
図
に
は
、
石
清
水
八
幡
宮
で
毎
年
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
勅
祭
、
石
清
水
放
生
会
が
描
か
れ
る
。
石
清
水
放
生
会
は
習
合

の
法
会
で
バ
神
前
に
諸
鳥
が
放
た
れ
、
川
に
諸
魚
が
放
流
さ
れ
た
。
本
図
に
は
、
太
鼓
橋
の
下
を
流
れ
る
川
に
、
白
い
水
干
姿
の
男
性

が
魚
を
放
つ
様
子
が
描
か
れ
る
。

和
歌
に
「
享
寿
」
と
署
名
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
付
属
の
罫
紙
に
は
「
（
竹
内
氏
｝
東
寺
ノ
公
人
景
樹
門
ノ
高
足
ナ
リ
景
樹
ノ
残
後

ソ
ノ
門
人
多
ク
享
寿
ノ
門
ニ
集
レ
リ
慶
慮
元
年
三
月
廿
八
日
残
ス
年
五
十
四
」
と
記
さ
れ
る
。
慶
応
に
改
元
さ
れ
る
の
は
四
月
七
日
な

冷泉為恭筆 f年中行事図jについて

の
で
、
没
年
は
正
確
に
は
元
治
二
年
と
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
和
歌
大
辞
典
』
（
昭
和
六
十
一
年

明
治
書
院
）
は
、
東
寺
の
公

人
で
あ
っ
た
竹
内
享
寿
に
つ
い
て
、
没
年
を
元
治
二
年
三
月
三
十
日
、
享
年
を
六
十
六
歳
と
記
し
て
い
る
。

⑨
九
月
（
図
口
－

M
）

あ
ひ
に
あ
ひ
て

菊
の
し
た
露

直
弱

か
を
る
も
た
の
し

さ
か
っ
き
に

御
代
な
か
月
の

九
月
の
図
に
は
、
九
日
の
重
陽
の
節
句
に
菊
酒
を
飲
む
様
子
が
描
か
れ
る
。
狩
衣
姿
の
男
性
は
杯
を
持
ち
、
桂
姿
の
女
性
は
菊
の
花

枝
を
載
せ
た
長
柄
銚
子
を
手
に
し
て
い
る
。

和
歌
に
「
直
朗
」
と
署
名
し
た
入
物
に
つ
い
て
、
付
属
の
罫
紙
に
は
「
（
水
野
氏
）
大
平
ノ
門
人
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
る
。
「
大
平
」
と

は
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
・
本
居
大
平
（
一
七
五
六
i
一
八
三
一
二
）

の
こ
と
と
思
わ
れ
、
水
野
直
印
刷
も
国
学
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た

と
推
測
で
き
る
。
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⑮
十
月
（
図
川
口
・
却
）

雲
の
、
つ
へ
に

ふ
た
、
ひ
色
を

か
へ
し
け
り

大
宮
人
の

そ
て
の
し
ら
ゆ
き

延
之

十
月
の
図
に
は
、
初
雪
見
参
が
描
か
れ
る
。
初
雪
見
参
は
、
中
古
、
初
雪
の
降
っ
た
日
に
宮
中
へ
群
臣
が
参
内
し
た
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
儀
式
の
こ
と
を
い
う
。
本
図
に
は
、

し
ゃ
が
ん
で
雪
を
固
め
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
白
い
狩
衣
姿
の
二
人
と
、

そ
の
様
子
を
眺
め

る
濃
紺
の
砲
の
人
物
が
描
か
れ
る
。

B
本
の
十
月
の
図
に
も
本
図
と
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
る
人
物
が
描
か
れ
る
が
、
楢
崎
氏
の
解
説

に
よ
る
と
色
紙
裏
面
に
は
「
初
雪
の
見
参
と
て
御
前
の
壷
に
蔵
人
所
衆
の
上
璃
滝
口
の
と
も
か
ら
を
し
て
雪
山
つ
く
ら
し
む
る
と
こ

ろ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
図
も
、
蔵
人
所
の
上
鵡
が
滝
口
の
武
士
に
雪
山
を
作
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
を
表
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

和
歌
の
筆
跡
は
、
河
本
延
之
（
一
八
二
二
1
一
八
六
五
）

の
も
の
で
あ
る
。
延
之
は
、
国
学
者
・
河
本
公
輔
の
息
子
で
あ
り
、
京
都

に
住
み
、
和
歌
を
よ
く
し
た
。

⑪
十
一
月
（
図
紅
－

n）

天
地
の

か
み
代
の
ひ
と
も

お
も
ふ
こ
そ

新
な
め
ま
つ
り

こ
よ
ひ
な
る
ら
め

景
嗣

十
一
月
は
新
嘗
祭
を
描
く
。
新
嘗
祭
は
、
天
皇
が
新
穀
を
神
に
供
え
て
豊
穣
に
感
謝
し
、
共
に
こ
れ
を
食
す
る
と
い
う
祭
儀
。
祭
の

当
日
戊
の
刻
（
午
後
八
時
頃
）
、
天
皇
は
御
輿
に
乗
っ
て
内
裏
の
西
隣
に
あ
る
祭
場
、
中
和
院
の
正
殿
で
あ
る
神
嘉
殿
に
行
幸
し
た
。



本
図
に
は
、
黒
・
桂
・
貰
・
白
の
斑
帳
が
描
か
れ
、

そ
の
向
こ
う
に
葱
花
輩
の
御
輿
の
屋
蓋
が
覗
く
。
潔
斎
を
し
た
参
列
者
は
宥
摺
の

小
忌
衣
を
着
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
帳
幕
の
前
に
は
小
忌
衣
を
着
し
た
人
物
が
二
人
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
る
。

筆
跡
は
香
川
景
嗣
（
一
七
九
二
i
一
八
六
五
）
の
も
の
で
あ
る
。
景
嗣
は
、
通
称
を
木
工
又
は
清
三
郎
と
い
い
、
香
川
貰
中
（
一
七

四
五
j

一
八
一
一
一
）

の
門
に
入
っ
て
歌
を
学
び
、
後
そ
の
養
子
と
な
っ
た
。

冷泉為恭筆「年中行事図」について

⑫
十
二
月
（
図
幻
－

M
）

ち
は
や
ふ
る

か
み
の
み
ま
へ
に

み
ゆ
る
な
る
か
な

忠
秋

あ
そ
ふ
と
も

を
さ
／
＼
し
く
も

十
二
月
の
図
に
は
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
が
描
か
れ
る
。
毎
年
十
二
月
吉
日
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
神
鏡
を
祭
る
内
侍
所
に
御

神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。
天
皇
は
内
侍
所
の
中
の
御
拝
座
で
叡
覧
し
、
御
神
楽
は
前
庭
で
人
長
の
指
揮
の
も
と
に
行
わ
れ
る
。
本
図
に
描

か
れ
る
の
は
、
前
庭
に
焚
か
れ
た
庭
僚
の
前
で
、
輪
榊
を
手
に
し
て
舞
う
人
長
の
姿
で
あ
る
。

筆
跡
は
渡
忠
秋
（
一
八
一
一

l
一
八
八
こ
の
も
の
で
あ
る
。
忠
秋
は
近
江
国
の
人
。
京
都
に
出
て
、
香
川
景
樹
に
つ
い
て
歌
学
を

（

M
M）
 

学
ん
だ
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
宮
中
の
御
歌
所
に
出
仕
し
て
歌
道
御
用
掛
を
勤
め
た
。

以
上
、
各
図
が
画
題
と
す
る
行
事
、
各
和
歌
の
釈
文
と
筆
者
に
つ
い
て
述
べ
た
。
十
二
首
の
和
歌
に
は
、
為
恭
の
絵
の
内
容
を
そ
の

ま
ま
詠
ん
だ
よ
う
な
趣
が
あ
り
、
先
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
為
恭
の
絵
を
見
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

37 

と
こ
ろ
で
、
為
恭
は
三
条
実
万
（
一
八

O
二
1
一
八
五
九
）
・
実
美
（
一
八
三
七
l
一
八
九
一
）
父
子
の
知
遇
を
受
け
た
こ
と
が
知
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一
月
の
和
歌
を
詠
ん
だ
谷
森
種
松
、
十
二
月
の
渡
忠
秋
は
三
条
家
に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
。
実
美
が
少
年
時
代
に
教

（日）

え
を
受
け
た
人
物
の
中
に
、
国
学
の
師
と
し
て
谷
森
種
松
、
歌
道
の
師
と
し
て
渡
忠
秋
の
名
が
あ
る
。
谷
森
種
松
は
実
万
の
家
臣
で
、（ロ）

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
、
実
万
の
遺
志
を
継
い
で
、
実
美
が
荒
れ
た
累
代
の
山
稜
の
修
復
を
行
っ
た
時
、
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。

サ
ン
リ
ツ
本
の
正
月
の
行
事
と
し
て
、
山
陵
が
属
星
・
天
地
四
方
と
と
も
に
拝
さ
れ
る
四
方
拝
が
選
ば
れ
た
の
は
、
正
月
の
和
歌
を
こ

ら
れ
て
い
る
が

の
種
松
が
詠
ん
で
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（日）

三
条
実
万
も
香
川
景
樹
の
円
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
渡
忠
秋
は
景
樹
の
子
で
あ
る
景
恒
を
支
え
て
桂
園
派
を
維
持
し
た
と
い
う
景
樹

門
の
実
力
派
で
あ
る
。
八
月
の
竹
内
享
寿
も
景
樹
の
門
人
で
あ
り
、
ま
た
、
大
田
垣
蓮
月
の
家
集
『
海
人
の
刈
藻
』
か
ら
は
忠
秋
が
蓮

月
や
上
田
重
女
と
も
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
サ
ン
リ
ツ
本
の
制
作
に
お
い
て
は
、
三
条
家
を
介
し
て
為
恭
、
種
松
、
忠

秋
が
、
さ
ら
に
忠
秋
を
中
心
に
歌
人
た
ち
が
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

表
現
手
法

次
に
、

サ
ン
リ
ツ
本
に
お
け
る
為
恭
の
表
現
子
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
小
画
面
の
内
に
三
次
元

の
空
間
が
し
っ
か
り
と
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
構
図
で
あ
る
が
、

サ
ン
リ
ツ
本
の
構
図
に
は
特
徴
が
あ
り
、
十
二
図
す
べ
て
が
右
上
か
ら
左
下
へ
の
対
角
線
を
意
識
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
十
二
月
は
最
後
の
図
で
あ
る
せ
い
か
、
右
方
へ
の
平
行
線
も
意
識
し
た
落
ち
着
い
た
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
四
月
の
図
を
見
て
み
た
い
。
人
物
の
座
像
の
み
を
背
景
を
捨
象
し
て
描
く
本
図
は
歌
仙
絵
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
像
は
画

面
中
央
で
は
な
く
、
右
上
か
ら
左
下
へ
の
対
角
線
の
上
方
に
寄
せ
て
描
か
れ
、
下
方
は
余
白
と
し
て
い
る
。
高
く
掲
げ
ら
れ
た
赤
紙
と



そ
れ
を
持
つ
腕
、
少
し
仰
向
き
の
視
線
、
裾
、
印
章
が
対
角
線
に
添
う
。

ち
な
み
に
、

A
本
の
四
月
の
図
に
も
、
宣
命
を
読
む
賀
茂
祭
の
勅
使
の
、
斜
め
後
ろ
か
ら
見
た
姿
が
描
か
れ
る
。
そ
の
ポ
l
ズ
は
サ

ン
リ
ツ
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
像
の
位
置
は
画
面
中
央
、
落
款
の
位
置
は
右
下
で
あ
る
た
め
、

サ
ン
リ
ツ
本
の
よ
う
に
対
角
線
の

左
上
に
収
ま
る
よ
う
な
構
図
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

A
本
と
サ
ン
リ
ツ
本
の
制
作
時
期
に
は
少
な
く
と
も
三
年
の
時
間
差
が
あ
る
と
考

冷泉為恭筆「年中行事図」について

え
ら
れ
る
が
、
数
年
の
時
を
経
て
同
じ
画
題
を
描
く
際
、
意
図
的
に
画
面
の
整
理
を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ン
リ
ツ
本
の
勅
使
の
長
い
裾
は
、
右
上
か
ら
左
下
へ
の
対
角
線
と
は
逆
に
「
く
」
の
字
型
に
途
中
で
曲
が
り
、
複
雑

な
襲
を
形
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
勅
使
が
座
っ
て
い
る
平
面
を
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
画
面
の
左
下
が
鑑
賞
者
側
に
近
づ
き
、
右

上
が
遠
ざ
か
る
よ
う
に
見
せ
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
本
図
の
他
に
も
、
画
面
右
上
を
遠
方
と
し
、
左
下
を
手
前
と
す
る
と
い
う
方
法

lま

一
月
、
二
月
、
五
月
、
六
月
、

八
月
、
九
月
、
十
一
月
の
図
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
為
恭
は
サ
ン
リ
ツ
本
に
お
い
て
、
遠
近
の

表
現
を
主
に
右
上
か
ら
左
下
へ
の
対
角
棋
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

画
面
を
三
次
元
に
見
せ
る
方
法
と
し
て
も
う
一
つ
気
が
付
く
の
は
、
事
物
の
濃
淡
の
表
現
で
あ
る
。
例
え
ば
五
月
の
図
の
、
後
ろ
向

き
の
役
人
の
着
衣
に
施
さ
れ
た
白
は
、
腰
・
尻
・
両
袖
の
先
・
両
脚
の
背
面
が
ひ
と
き
わ
濃
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
窮
民
た

ち
の
着
物
の
白
は
ご
く
薄
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
役
人
の
か
が
め
た
腰
が
鑑
賞
者
側
に
近
く
見
え
、
窮
民
の
列
は
遠
ざ
か
っ
て

い
く
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、

ぽ
か
す
と
い
う
方
法
も
、
画
面
内
に
自
然
な
空
間
を
演
出
す
る
の
に
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
月
の
図
で
は
、
扉
風

の
上
方
が
ま
る
く
ぽ
か
さ
れ
て
い
る
が
、
画
面
上
端
ま
で
同
じ
調
子
で
描
か
れ
る
よ
り
も
、
界
風
に
固
ま
れ
た
空
聞
を
意
識
さ
せ
る
。
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ぽ
か
し
は
、

丘
陵
や
川
な
ど
、
背
景
の
自
然
物
の
表
現
に
も
巧
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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対
角
線
を
使
っ
て
画
面
が
整
理
さ
れ
た
結
果
、
画
面
に
は
何
も
描
か
れ
な
い
余
白
が
大
き
な
部
分
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

余
白
で
な
く
て
も
、
背
景
に
は
淡
く
ぽ
か
し
た
色
彩
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
鑑
賞
者
の
視
線
は
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
用
い
て
丹

念
に
描
写
さ
れ
た
人
物
の
方
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
描
か
れ
た
人
物
た
ち
の
視
線
も
、
鑑
賞
者
に
三
次
元
の
空
間

を
意
識
さ
せ
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
月
の
図
の
場
合
、
ま
ず
衣
装
文
様
が
細
か
く
描
写
さ
れ
た
三
人
の

人
物
に
目
が
行
く
。
そ
し
て
次
に
三
人
の
視
線
の
先
に
あ
る
扉
風
、
そ
の
向
こ
う
の
鐘
道
へ
と
目
が
行
く
。
他
の
図
に
お
い
て
も
、
鑑

賞
者
の
目
は
ま
ず
登
場
人
物
を
見
、
登
場
人
物
の
視
線
に
誘
導
さ
れ
て
、
そ
の
先
に
あ
る
空
間
を
見
る
。
そ
の
空
間
に
は
調
度
類
が
置

か
れ
て
い
た
り
、
川
が
流
れ
て
い
た
り
、
た
だ
の
余
白
だ
っ
た
り
す
る
が
、
対
角
線
を
利
用
し
た
遠
近
の
表
現
と
相
ま
っ
て
、
鑑
賞
者

は
小
さ
な
画
面
内
に
三
次
元
の
空
間
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
と
な
る
。

お
わ
り
に

為
恭
の
筆
に
な
る
十
二
面
の
色
紙
に
つ
い
て
そ
の
画
題
と
表
現
手
法
を
考
察
し
、
和
歌
の
記
さ
れ
た
十
二
面
の
色
紙
に
つ
い
て
和
歌

の
釈
文
と
筆
者
に
つ
い
て
述
べ
た
。
為
恭
の
描
写
に
は
、
有
職
故
実
の
知
識
の
確
か
さ
や
古
よ
り
続
く
公
家
の
年
中
行
事
へ
の
強
い
憧

れ
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
や
ま
と
絵
の
古
画
の
学
習
に
よ
り
身
に
つ
け
た
も
の
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
整
然
と
し
た
三
次
元
空
間
を
画
面

内
に
構
成
し
て
い
る
点
は
、
当
時
の
絵
画
に
お
け
る
空
間
表
現
の
趨
勢
の
中
に
あ
っ
て
近
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
見
る
こ
と

（

U
）
 

が
で
き
よ
う
。
本
作
品
は
、
十
二
ヶ
月
の
行
事
を
画
題
と
し
た
諸
本
の
中
で
も
特
別
に
完
成
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
こ
う

し
た
作
例
が
求
め
ら
れ
た
為
恭
を
取
り
巻
く
当
時
の
環
境
や
、
他
の
為
恭
作
品
の
中
で
の
本
作
品
の
住
置
付
け
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳

し
く
調
べ
て
い
き
た
い
。
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注
（1
｝
画
題
と
な
っ
た
各
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
古
事
類
苑
』
（
吉
川
弘
文
館
）
の
「
天
部
・
歳
時
部
」
、
「
神
紙
部
」
二
・
三
、
「
服
J

飾
部
」
、
「
楽
舞
部
」
一
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
、
嗣
永
芳
照
編
『
図
説
宮
中
行
事
』
（
同
盟
通
信
社
一
九
八

O
年
）
、
鈴
木
敬
三
編
『
有
職
故
実
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
舘
一
九
九
六
年
）
を
参
照
し
た
。

『
有
職
故
実
大
辞
典
』
で
は
、
「
公
事
」
は
「
公
務
。
ひ
い
て
は
朝
廷
で
行
わ
れ
る
公
的
な
行
事
」
、
「
節
会
」
は
「
朝
廷
で
、
節
目

そ
の
他
の
重
要
な
公
事
の
あ
る
日
に
、
群
臣
を
集
め
て
賜
わ
っ
た
公
式
の
宴
会
。
節
会
は
元
来
正
月
一
日
・
同
七
日
・
同
十
六
日
・
三

月
三
日
・
五
月
五
日
・
七
月
七
日
・
十
一
月
新
嘗
会
な
ど
の
節
目
に
行
わ
れ
る
集
会
を
意
味
し
た
。
こ
の
と
き
賜
宴
を
伴
う
こ
と
が
多

か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
の
ち
に
は
特
に
酒
僕
を
賜
わ
る
こ
と
に
限
っ
て
節
会
と
称
す
る
に
至
っ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

本
作
品
の
画
題
と
な
っ
た
行
事
の
う
ち
初
午
詣
・
娠
給
・
初
雪
見
参
以
外
の
行
事
は
、
勢
多
章
甫
が
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）

に
纏
め
た
『
嘉
永
年
中
行
事
』
に
朝
廷
の
公
的
な
行
事
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
賑
給
と
初
雪
見
参
に
つ
い
て
は
、
一
条
兼
良
が
応
永
三

十
年
（
一
四
二
三
）
頃
に
著
し
た
と
い
わ
れ
る
「
公
事
根
源
』
（
速
水
房
常
が
注
釈
を
加
え
、
明
和
元
年
［
一
七
六
四
］
に
政
垣
間
を
記

し
た
『
公
事
根
源
愚
考
』
を
参
照
し
た
）
に
お
い
て
、
そ
の
起
源
等
が
考
証
さ
れ
て
い
る
（
『
嘉
永
年
中
行
事
』
『
公
事
根
源
思
考
』
は
、

『
改
訂
増
補
故
実
叢
書
』
第
二
十
三
巻
［
明
治
図
書
出
版
一
九
九
三
年
］
に
所
収
）
。
初
午
詣
に
つ
い
て
は
、
朝
廷
の
公
式
行
事
と
じ

て
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
す
文
献
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（2
）
『
冷
泉
為
恭
展
幕
末
や
ま
と
絵
夢
花
火
』
（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
二

O
O
一
年
）
に
掲
載
の
「
略
年
譜
」
を
参
照
し
た
。

（3
）
付
属
の
罫
紙
（
枠
外
に
小
さ
く
「
③
藤
本
印
行
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
）
に
記
さ
れ
た
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
記
し
た
人

物
の
名
前
は
な
い
が
、
字
体
は
箱
書
の
も
の
と
似
て
お
り
、
岡
田
華
郷
が
記
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

種
松
（
谷
森
氏
）
後
岳
芋
ト
改
ム
京
都
ノ
人
神
典
園
史
ニ
糟
シ
残
年
不
詳

景
恒
（
香
川
氏
）
景
樹
ノ
子
家
事
ヲ
継
ク
殊
ニ
書
ヲ
能
ク
ス
慶
勝
二
年
二
月
残
ス
年
四
十
四

ト
モ
ユ
キ

友
干
（
倉
谷
氏
）
季
鷹
ノ
門
歌
人
ナ
リ
（
残
年
欠
ク
｝

ハ
ル
オ
ミ

春
臣
（
能
勢
氏
）
通
構
角
左
衛
門
京
都
ノ
人
城
戸
千
楯
ノ
門
歌
人
ナ
リ
嘉
永
頃
ノ
人

蓮
菌
（
拝
郷
氏
）
歌
僧
ナ
リ
冨
樫
虞
蔭
ノ
門
（
残
年
欠
ク
）

蓮
月
（
太
田
垣
氏
）
寛
政
三
年
京
都
三
本
木
ニ
生
ル
明
治
八
年
十
二
月
十
日
残
ス
年
八
十
五
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享
寿
（
竹
内
氏
）
東
寺
ノ
公
人
景
樹
門
ノ
高
足
ナ
リ
景
樹
ノ
授
後
ソ
ノ
門
人
多
ク
享
寿
ノ
門
ニ
集
レ
リ
慶
膝
元
年
三
月
廿
八

日
残
ス
年
五
十
四

直
弱
（
水
野
氏
）
大
平
ノ
門
人
ナ
リ

延
之
（
河
本
氏
）
岡
山
ノ
園
撃
者
河
本
公
輔
ノ
男
ナ
リ

景
嗣
（
景
川
氏
）
木
工
氏
景
川
賞
中
ノ
養
子
ト
ナ
ル
（
残
年
欠
ク
）

忠
秋
（
渡
氏
）
近
江
ノ
人
景
樹
門
ノ
上
足
ナ
リ
三
条
実
高
公
ニ
仕
へ
テ
家
人
ト
ナ
ル
明
治
十
四
年
六
月
残
ス
年
七
十
一

な
お
、
和
歌
を
記
し
た
各
人
物
に
つ
い
て
は
、
漆
山
天
童
編
『
近
世
人
名
辞
典
（
日
本
書
誌
学
大
系
三
六
）
』
（
青
裳
堂
書
店
）
、
森

銑
三
編
「
近
世
人
名
録
集
成
』
（
勉
誠
社
）
、
『
和
歌
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
一
九
八
六
年
）
、
『
女
流
著
作
解
題
』
第
一
篇
和
歌
（
女

子
学
習
院
一
九
三
九
年
）
、
『
日
本
書
道
辞
典
』
（
二
玄
社
一
九
八
七
年
）
、
小
笹
喜
三
編
著
・
平
春
生
補
稿
『
平
安
人
物
志
短
冊
集

成
』
（
思
文
閣
一
九
七
三
年
）
を
参
照
し
た
。
『
平
安
人
物
志
短
冊
集
成
』
に
は
、
景
恒
、
友
子
、
春
臣
、
蓮
因
、
蓮
月
、
延
之
、
景

嗣
、
忠
秋
の
短
冊
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
筆
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
蓮
月
に
つ
い
て
は
「
大
田
垣
蓮
月
展
』
（
忠
文

閣
ロ
イ
ヤ
ル
画
廊
一
九
九
八
年
）
も
参
照
し
た
。

（4
）
田
中
親
美
編
『
為
恭
画
集
』
上
田
中
繋
薄
堂
一
九
一
一
年

「
公
事
十
二
ヶ
月
図
」
は
田
中
氏
の
解
説
に
よ
る
と
「
絹
本
着
色
」
「
各
竪
六
寸
一
分
横
五
寸
四
分
」
（
竪
約
十
八
・
五
セ
ン
チ
、
横

約
十
六
・
四
セ
ン
チ
）
。
制
作
時
期
は
、
署
名
に
記
さ
れ
た
「
式
部
大
録
」
の
官
位
か
ら
、
一
八
五
O
年
六
月
三
日
か
ら
一
八
五
五
年
一

月
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
氏
の
解
説
に
よ
る
と
各
図
の
画
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

正
月
「
御
杖
図
」
、
二
月
「
春
日
祭
勅
使
図
」
、
三
月
「
石
清
水
臨
時
祭
舞
人
図
」
、
四
月
「
賀
茂
祭
宣
命
使
図
」
、
五
月
「
賑
給
図
」
、

六
月
「
大
級
図
」
、
七
月
「
乞
巧
実
図
棚
機
祭
」
、
八
月
「
駒
迎
図
」
、
九
月
「
着
綿
図
」
、
十
月
「
雪
山
図
」
、
十
一
月
「
五
節
殿
上

淵
酔
図
」
、
十
二
月
「
内
侍
所
御
神
楽
図
」

（5
）
楢
崎
宗
重
「
冷
泉
為
恭
筆
年
中
行
事
図
」
「
国
華
』
七
五
七
号
一
九
五
五
年

「
年
中
行
事
図
」
は
「
絹
本
著
色
」
「
竪
一
二
・
八
糎
横
一
九
・

O
糎
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
サ
ン
リ
ツ
本
の
色
紙
と
体
裁
が
似

て
い
る
。
制
作
時
期
は
署
名
の
官
位
か
ら
、
サ
ン
リ
ツ
本
と
同
じ
一
八
五
八
年
一
月
か
ら
一
八
六
二
年
一
月
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

楢
崎
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
色
紙
裏
の
銀
箔
を
お
い
た
紙
面
に
は
為
恭
の
手
蹟
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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「
正
月
小
朝
拝
三
公
己
下
中
殿
の
東
庭
に
参
り
て
拝
玉
ふ
と
こ
ろ
」
「
二
月
稲
荷
の
社
に
参
て
注
し
る
し
の
椙
折
て
ま
か
れ
る

と
こ
ろ
」
「
三
月
石
清
水
臨
時
祭
舞
人
の
す
か
た
」
「
四
月
加
茂
祭
勅
使
宣
命
を
よ
ま
る
冶
と
こ
ろ
」
「
五
月
賑
給
と
て
貧
き
も

の
老
た
る
も
の
な
と
に
米
布
な
と
玉
ふ
と
こ
ろ
」
「
六
月
水
無
月
放
の
ち
の
輪
進
し
を
た
る
か
た
」
「
七
月
た
な
は
た
ま
つ
り
す
る

女
の
さ
ま
」
「
八
月
駒
迎
の
と
こ
ろ
」
「
九
月
菊
の
き
を
わ
た
に
移
の
香
を
と
り
て
玩
ふ
と
こ
ろ
」
「
十
月
初
雪
の
見
参
と
て
御

前
の
壷
に
蔵
人
所
衆
の
上
璃
滝
口
の
と
も
か
ら
を
し
て
雪
山
つ
く
ら
し
む
る
と
こ
ろ
」
「
十
一
月
新
茸
祭
中
和
院
行
幸
の
と
こ
ろ
」

「
十
二
月
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
人
長
舞
と
こ
ろ
」

（6
）
水
尾
比
呂
志
「
冷
泉
為
恭
筆
公
事
十
二
ゲ
月
図
」
『
国
華
』
一

O
二
九
号
一
九
七
九
年

水
尾
氏
は
、
署
名
と
裏
面
書
入
か
ら
一
八
五
四
年
の
制
作
と
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
次
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。「

正
月
～
小
朝
拝
」
「
二
月
春
日
祭
」
「
三
月
石
清
水
臨
時
祭
」
「
四
月
鴨
祭
」
「
五
月
賑
給
」
「
六
月
大
赦
」
「
七
月

乞
巧
実
」
「
八
月
駒
牽
」
「
九
月
九
白
菊
に
綿
き
せ
て
移
の
香
も
て
は
や
し
た
る
い
に
し
へ
の
風
流
な
り
」
「
十
月
弓
場
始
」
「
十

一
月
初
雪
見
参
」
「
十
二
月
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
以
上
十
二
枚
公
事
之
給
去
年
染
筆
也
式
部
少
丞
為
恭
」

水
尾
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
こ
の
作
品
に
も
岡
田
華
郷
が
「
公
事
十
二
ヶ
月
節
舎
」
と
箱
書
を
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
水
尾
氏
は
、
、

節
会
と
は
天
皇
が
臨
席
す
る
朝
廷
の
節
目
の
集
い
を
一
言
う
語
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
行
事
も
含
む
こ
の
作
の
題
は
、
単
に
公
事
十

一
一
ヶ
月
図
も
し
く
は
年
中
行
事
図
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

（7
）
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』
は
、
香
川
景
樹
が
自
撰
し
な
が
ら
未
完
に
終
わ
っ
た
も
の
に
、
景
恒
が
門
人
た
ち
の
勧
め
と
助
け
に
よ
っ

て
追
加
し
て
成
っ
た
私
家
集
で
あ
る
が
、
序
文
は
渡
忠
秋
に
よ
り
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
七
月
八
日
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
桂
圏
一
枝
拾
遺
」
本
文
・
解
題
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
九
巻
角
川
書
店
一
九
九
一
一
年
）
参
照
。

（8
）
白
石
悌
三
・
山
田
洋
嗣
『
海
人
の
刈
藻
』
解
題
、
（
注
7
前
掲
『
新
編
国
歌
大
観
」
第
九
巻
）

（9
）

注

7
前
掲
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
九
巻
に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。

（
叩
）
恒
川
平
一
『
御
歌
所
の
研
究
』
還
暦
記
念
出
版
会
一
九
三
九
年

（U
）
徳
富
猪
一
郎
『
三
条
実
万
公
・
三
条
実
美
公
』
梨
木
神
社
鎮
座
五
十
年
記
念
祭
奉
賛
会

（
ロ
）
注
目
前
掲
室
田

一
九
三
五
年
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（
日
）
坂
本
武
雄
編
・
坂
本
清
和
補
訂
『
改
訂
増
補
公
卿
辞
典
』
図
書
刊
行
会
一
九
七
七
年

（M
）
為
恭
作
品
の
表
現
に
お
け
る
近
代
性
に
関
し
て
は
、
中
部
義
隆
氏
が
冷
泉
為
恭
筆
「
養
老
勅
使
図
」
（
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
蔵
）

に
つ
い
て
「
背
景
を
淡
く
、
人
物
を
濃
麗
に
彩
り
、
遠
景
の
叢
林
を
極
め
て
小
さ
く
描
く
絵
画
空
間
の
構
成
に
は
、
既
に
近
代
的
な
感

覚
が
表
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
（
「
養
老
勅
使
図
」
作
品
解
説
『
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
所
蔵
名
品
緊
』
財
団
法
人
サ
ン
リ

ツ
服
部
美
術
館
一
一
九
九
五
年
）

（
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
主
任
学
芸
員
）



45 冷泉為恭筆「年中行事国Jについて

図2 正月（和歌） 図1 正月

図4 2月（和歌） 図3 2月
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図6 3月｛和歌） 図5 3月

図8 4月（和歌） 図7 4月
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図10 5月（和歌） 図9 5月

図12 6月（和歌） 図11 6月
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国14 7月（和歌） 箆13 7月

図16 8月（和歌） 図15 8月
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図18 9月（和歌） 図17 9月

図20 10月（和歌） 図19 10月



50 

国22 11月（和歌） 図21 11月

図24 12月（和歌） 間23 12月



51 SUMMARY 

“Annual Functions" by Reizei Tamechika 

Chiyoko UNO 

This article introduces an album with twenty幽foursilk shikishis 

on its pages, which is now owned by Sunritz Hattori Museum of Arts. 

Reizei Tamechika (1823'-1864) painted annual functions of court nobles 

on twelve shikishis. Judging from his signatures, he executed the set 

sometime between 1858 and・ 1861. The set shows・ the refined skill of 

Tamechika and it is notable that he represented a three-dimensional 

space in each shikishi. On twelve other shikishis, poets and scholars of 

Kokugaku, sutdy of native culture of Japan, wrote poems about the 

same functions that Tamechika painted. The set arou関 Sour interest in 

relationships among persons who, were concerned in its execution. 

Tamechika was in favor with SanjδSanetsumu and Sanetomi. 

Tanimori Tanematsu, who wrote the poem of January, and W atari 

Tadaaki, who wrote the poem of December, served the Sanjδfamily. 

The scenes depicted are: 

January: Shihohai Ceremony, the Emperor’s prayers to the star of the 

year, the four cardinal points and burial mounds of past emperors. 

February: Going to worship at Fushimi Inari Shrine. March: Dancer 

going to dedicate a dance at Iwashimizu Hachimangli's festival. April: 

Imperial messenger reciting the imperial prayer at Kamo Shrine. May: 

Ritual of giving rice and salt to poor people in Kyoto to charity. June: 

Ritual of expiating people’s sins. July: Prayers at the Star Festival. 

August: Ritualぱ settingfish free in Iwashimizu Hachimangii.'s festival. 

September: Drinking sake with chrysanthemum flowers in at出eChry-

santhemum Festival. October: Courtiers going to Court on the year’s 

first snowfall. November: Emperor’s palanquin .going to Shinkaden 

Palace at the Harvest Festival. December: Shinto dance in the garden 

of Naishidokoro, Sacred Mirror Hall. 

キーワード：冷泉為恭年中行事図サンリツ服部美術館渡忠秋

空間構成


